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1111．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに        

高度経済成長期に建造された橋梁の多くが老朽化し ,

補強・補修,床版取替えといった対応を要する機会が増え

ている。管理者である各発注者は,橋梁の延命化や維持管

理性に配慮した様々な対応を思案し,新設橋梁に適用さ

せています。 

 本技術紹介では ,NEXCO 中日本名古屋支社発注の

「飛島 JCT（以下「本橋」という）を例に,実際に行った

取り組みについて簡単に紹介します。 

2222．．．．付属物の事例付属物の事例付属物の事例付属物の事例    

(1) (1) (1) (1) 上部工検査路上部工検査路上部工検査路上部工検査路    

従来,上部工検査路は床版の損傷が顕著となる自動車

が通る直下付近の位置に設置することが一般的です。し

かし，NEXCO では高い剛性を有する PC 床版が基本で

あるため床版の損傷は少なく，主構造あるいは上部工排

水装置やケーブルラック等の付属物を確実に点検するこ

とに重きを置いた配置が求められます。本橋では,その思

想に則り，下の写真のように主桁間に 2 列配置し，付属

物に寄せて検査路の配置を実施しています。 

 

 

 

上部工検査路の配置例 

 

(2) (2) (2) (2) 下部工検査路下部工検査路下部工検査路下部工検査路    

下部工検査路は ,国土交通省から発行されている検査

路設置要領に基づき,下部工からのブラケットで歩廊桁

を単純支持（2 点支持）することが一般的です。しかし

ながら,例えば兵庫県南部地震のような大規模地震が発

生し,2本のうち 1本のブラケットが落下してしまった場

合,検査路も落下してしまいます。その対応として，本橋

では冗長性を確保することを目的に,下の写真のように

フェールセーフとして支持点を 1 点増やし,３点支持を

基本としています。 

 

 

下部工検査路の支持例 

 

(3(3(3(3) ) ) ) 上部工排水装置上部工排水装置上部工排水装置上部工排水装置    

 上部工排水装置は,橋面上の雨水を速やかに排出する

ことを目的としますが,排出の途中段階で排水管の破損

等により本体構造物に漏水し,腐食や劣化の要因になる

場合があります。特に,排水管のジョイント部は,ボルト

等で接合しているわけではなく,排水管に排水管を差し

込んでいる構造なので，自動車の走行による振動等では

ずれてしまっているものが少なくありません。そこで本

橋では,ジョイント部の前後に支持金具を設け,振動に耐

えうる構造を採用しています。 

また,排水桝直下の排水管は景観上の配慮から桁内に
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引き込む場合があります。その場合,排水管は主桁のウェ

ブを貫通する構造となりますが,弊害として,排水管表面

を伝った雨水が,主桁の下フランジ等に滴下し,腐食要因

となっていることが報告されています。その対策として,

本橋では排水管に水切り板を設置し,主桁より外に雨水

が落下するようにしています。 

 

 

上部工排水管の支持例（スリーブ付近） 

 

 

水切り板 

 

3333．．．．設計図面設計図面設計図面設計図面    

橋梁の設計図面は製作加工および現場施工を行うこと

を目的に作成されますが,将来的には点検や補修・補強の

計画および施工の際にも利活用されます。これまでの設

計図面は,後者の目的に対する情報が少なかった（意識し

て入れていなかった）のですが,本橋では下記に列挙する

ような情報を図面に記載しています。 

 

・全体一般図や構造一般図に明記される設計条件表に,

「設計水平震度」「固有周期」「支承条件」等,従来設計

計算書のみに記載されていた情報。また,「支承形式」

「落橋防止構造形式」「伸縮装置形式」等,付属物の形

式を記載。 

・構造一般図の断面図に上部工検査路を入れ,歩廊面から

床版下面までの空頭を記載。 

・支承配置図に,支承のセット方向のコンセプトを記載。 

・支承詳細図にベースプレートとアンカーの接合部の詳

細を記載。 

・点検経路図の作成。点経路図にはルートだけではなく,

点検対象・点検手法の具体的な明記,点検計画を行う上

での必要な寸法（例えば,点検員から付属物までの距離）

等も記載。 

・付属物の図面には,「製品名」を記載。 

・緩み止めナットは注記に「製品名」を記載。 

・ジャッキアップ位置を表示。また表示板にはせん断 

キーの高さを記載。 

・支承の取り換えステップの資料を作成。 

 

 

設計条件表の例 

 

4．．．．まとめまとめまとめまとめ 

ここまで紹介した延命化や維持管理に関する具体的な

例は,総じて低コストでありながら,十分効果が見込めま

す。今後は,橋梁メーカーとしてもこれまでのノウハウの

蓄積を活かし,具体的な維持管理に効果的な提案を発注

者に積極的に提案すべきと考えます。 

 

 

水切り板 

スリーブ 

支持金具 
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